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（
損
失
補
償
の
申
請
手
続
）

第
十
八
条

法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
損
失
の
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
損
失
補
償
申
請
書
を
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
処
分
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
二
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
処
分

当
該
処
分
を
行
っ
た
特
定
検
疫
所
長

二

法
第
四
十
九
条
又
は
第
五
十
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分

当
該
処
分
を
行
っ
た
特
定

都
道
府
県
知
事

三

法
第
五
十
五
条
第
四
項
（
同
条
第
一
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。）の
規
定
に
よ
る
処
分

当
該
処
分
を
行
っ
た
指

定
行
政
機
関
の
長
又
は
指
定
地
方
行
政
機
関
の
長

２

前
項
各
号
に
定
め
る
者
は
、
同
項
の
損
失
補
償
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
補
償
す
べ
き
損
失
の
有
無
及
び
損

失
を
補
償
す
べ
き
場
合
に
は
補
償
の
額
を
決
定
し
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
当
該
申
請
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
損
失
補
償
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

損
失
の
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及

び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二

請
求
額
及
び
そ
の
明
細

三

損
失
の
発
生
し
た
日
時
又
は
期
間

四

損
失
の
発
生
し
た
区
域
又
は
場
所

五

損
失
の
内
容

（
実
費
弁
償
の
基
準
）

第
十
九
条

法
第
六
十
二
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

手
当
は
、
要
請
に
応
じ
、
又
は
指
示
に
従
っ
て
医
療
そ
の
他
の
行
為
を
行
っ
た
時
間
に
応
じ
て
支
給
す
る
も
の

と
す
る
。

二

前
号
の
手
当
の
支
給
額
は
、
要
請
又
は
指
示
を
行
っ
た
者
が
厚
生
労
働
大
臣
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一
般
職

の
国
家
公
務
員
で
あ
る
医
療
関
係
者
の
給
与
を
、
要
請
又
は
指
示
を
行
っ
た
者
が
都
道
府
県
知
事
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
当
該
都
道
府
県
知
事
の
統
括
す
る
都
道
府
県
の
常
勤
の
職
員
で
あ
る
医
療
関
係
者
の
給
与
を
考
慮
し
て

定
め
る
も
の
と
す
る
。

三

一
日
に
つ
き
八
時
間
を
超
え
て
医
療
そ
の
他
の
行
為
を
行
っ
た
と
き
は
、
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
八
時
間
を
超
え
る
時
間
に
つ
き
割
増
手
当
を
、
医
療
そ
の
他
の
行
為
を
行
う
た
め
一
時
そ
の
住
所
又
は
居
所
を

離
れ
て
旅
行
す
る
と
き
は
、
旅
費
を
、
そ
れ
ぞ
れ
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

四

前
号
の
割
増
手
当
及
び
旅
費
の
支
給
額
は
、
第
一
号
の
手
当
の
支
給
額
を
基
礎
と
し
、
要
請
又
は
指
示
を
行
っ

た
者
が
厚
生
労
働
大
臣
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一
般
職
の
国
家
公
務
員
で
あ
る
医
療
関
係
者
に
、
要
請
又
は
指

示
を
行
っ
た
者
が
都
道
府
県
知
事
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
都
道
府
県
知
事
の
統
括
す
る
都
道
府
県
の
常
勤

の
職
員
で
あ
る
医
療
関
係
者
に
支
給
さ
れ
る
時
間
外
勤
務
手
当
及
び
旅
費
の
算
定
の
例
に
準
じ
て
算
定
す
る
も
の

と
す
る
。

（
実
費
弁
償
の
申
請
手
続
）

第
二
十
条

法
第
六
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
実
費
の
弁
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
実
費
弁
償
申
請
書
を
、

要
請
又
は
指
示
を
行
っ
た
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
実
費
弁
償
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
弁
償
す
べ
き
実
費
の

有
無
及
び
実
費
を
弁
償
す
べ
き
場
合
に
は
弁
償
の
額
を
決
定
し
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
当
該
申
請
を
し
た
者
に
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
実
費
弁
償
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

実
費
の
弁
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

二

請
求
額
及
び
そ
の
明
細

三

医
療
そ
の
他
の
行
為
に
従
事
し
た
期
間
及
び
場
所

四

従
事
し
た
医
療
そ
の
他
の
行
為
の
内
容

（
損
害
補
償
の
額
）

第
二
十
一
条

法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
損
害
の
補
償
の
額
は
、
災
害
救
助
法
施
行
令
中
扶
助
金
に
係
る

規
定
の
例
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
損
害
補
償
の
申
請
手
続
）

第
二
十
二
条

法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
損
害
の
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、損
害
補
償
申
請
書
を
、

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
を
行
っ
た
都
道
府
県
知
事
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
都
道
府
県
知
事
は
、
同
項
の
損
害
補
償
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
補
償
す
べ
き
損
害
の
有
無
及
び
損

害
を
補
償
す
べ
き
場
合
に
は
補
償
の
額
を
決
定
し
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
当
該
申
請
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
損
害
補
償
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

損
害
の
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

二

負
傷
し
、
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
死
亡
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

三

負
傷
し
、
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
死
亡
し
た
日
時
及
び
場
所

四

負
傷
、
疾
病
又
は
死
亡
の
状
況

五

死
亡
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
遺
族
の
状
況

（
国
庫
の
負
担
）

第
二
十
三
条

法
第
六
十
九
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ

る
国
庫
の
負
担
は
、
次
に
掲
げ
る
額
に
つ
い
て
行
う
。

一

法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
支
弁
す
る
法
第
四
十
八
条
第
一
項
及
び
第
五
十
六
条
第
二
項
に
規

定
す
る
措
置
に
要
す
る
費
用
並
び
に
法
第
四
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
予
防
接
種
法

第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
う
た
め
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
医
師
の
報
酬
、
薬
品
、
材
料
、
埋
葬
、

火
葬
そ
の
他
に
要
す
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
っ
て
算
定
し
た
額
（
そ
の
額
が
現
に
要

し
た
当
該
費
用
の
額
（
そ
の
費
用
の
た
め
の
寄
附
金
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
寄
附
金
の
額
を
控
除
し
た
額
）
を
超

え
る
と
き
は
、
当
該
費
用
の
額
）

二

法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
支
弁
す
る
法
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
六
十
三

条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
に
要
す
る
費
用
並
び
に
法
第
四
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
予
防
接
種
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
に
係
る
同
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
に
要
す
る
費
用

に
つ
い
て
は
、
現
に
要
し
た
当
該
費
用
の
額

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
総
務
大
臣
及

び
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
用
令
書
を
交
付
す
べ
き
相
手
方
）

第
二
十
四
条

法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
用
令
書
の
交
付
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
処
分
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

特
定
病
院
等
（
法
第
二
十
九
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
病
院
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の

使
用

使
用
す
る
特
定
病
院
等
の
管
理
者

二

土
地
、
家
屋
又
は
物
資
の
使
用

使
用
す
る
土
地
、
家
屋
又
は
物
資
の
所
有
者
及
び
占
有
者

三

特
定
物
資（
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
物
資
を
い
う
。以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）

の
収
用

収
用
す
る
特
定
物
資
の
所
有
者
及
び
占
有
者

四

特
定
物
資
の
保
管
命
令

特
定
物
資
を
保
管
す
べ
き
者

（
特
定
市
町
村
長
に
よ
る
埋
葬
又
は
火
葬
の
実
施
に
関
す
る
事
務
の
実
施
）

第
十
六
条

災
害
救
助
法
施
行
令
第
二
十
三
条
の
規
定
は
、
特
定
都
道
府
県
知
事
が
法
第
五
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
同
条
第
二
項
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
特
定
市
町
村
長
が
行
う
こ
と
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
二
十
三
条
第
三
項
中
「
法
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
施

行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
政
令
で
定
め
る
金
融
機
関
）

第
十
七
条

法
第
六
十
条
の
政
令
で
定
め
る
金
融
機
関
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

地
方
公
共
団
体
金
融
機
構

二

株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行

三

農
林
中
央
金
庫

四

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
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